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近代以降の建築は、そこで起こる人々の活動を内へ内へと閉じ込めてきた。

その結果、人の活動は建築の用途ごとに分断されているように感じる。

本研究では、都市空間でみられる目的を持った行為（演者）が更に他者（鑑賞者）に感情や別の行為を誘発し、

演者/鑑賞者の反転作用が連鎖的に生まれている状況に着目した。

この連鎖的な現象を持つ都市ディスプレイ空間を建築空間のディスプレイにも応用することで、

敷地を超えた人々の活動が連鎖的に波及する。

すなわち、新たな人やモノ、コトとの繋がる手段を開示することで、

より豊かな都市空間を形成することができると考える。

そして、対象敷地である複合ビルに11カ所の狭間の改修を行った。

建築空間を媒介に敷地を超えた人々の能動的な活動が街に活気もたらし、その街らしさを継承していく。

また、失われつつある界隈性も取り戻すことが出来ると考える。
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